
















緒論 

以前我々は交換輸血児を放置すると貧血が長期におよび,症例によっては表 1 の如く,3 年

近くも貧血の継続した症例を経験している。それ以来我々はこのような貧血を予防する意

味で追加輸血を交換輸血后に行なったりしていたが,10 数年前より交換輸血児については

小児科医の協力を得て詳細なfollow upを行ない,貧血児に対しては積極的に治療していく

という方針をとっている。以来,当院では病的新生児は小児科管理,および低体重児やその

他の異常の出産が予想される場合には小児科医(新生児医と呼びたい)立合の分娩など産科

と小児科との緊密な連係のもとに新生児を管理する体制をとっている。したがって交換輸

血は現在では産科で行なうことは殆んどなくなってきている。これを機会に今回我々は前

回の 1970 年(昭和 45 年)の調査と対比する意味でも昭和 50 年～56 年に交換輸血を行なっ

た 26 例について follow up し,その后の児の身体的精神的発達などについて表 2の如きア

ンケート調査用紙を作制し,郵送によるアンケート調査を行なったので,これらの成績につ

いて述べてみたいと思う。 


